
南
越
前
町
の
活
断
層
（四）

ⓒ
原
子
力
発
電
所
と
地
震

　

敦
賀
半
島
北
端
部
は
、
世
界
一

密
度
の
高
い
原
子
力
発
電
所
（
以

下
原
発
）
の
林
立
地
帯
で
あ
る
。

そ
の
直
下
に
は
浦
底
断
層
が
、
周

辺
陸
海
域
に
も
多
く
の
断
層
群
に

囲
ま
れ
て
い
る
の
で
地
震
危
険
地

帯
で
も
あ
る
。

　

よ
く
似
た
地
域
で
中
越
沖
地
震

が
発
生
し
、
震
源
に
近
い
柏
崎
原

発
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
炉

心
か
ら
の
放
射
線
漏
れ
は
な
か
っ

た
が
、
一
号
機
と
二
号
機
の
間
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
百
六
十
㎝
の
段

差
が
で
き
た
り
、
変
圧
器
内
の
電

線
が
シ
ョ
ー
ト
し
て
火
災
が
発
生

す
る
な
ど
の
被
害
が
出
た
。
こ
の

地
震
の
あ
と
、
柏
崎
原
発
関
係
者

が
マ
ス
コ
ミ
に
発
言
し
た
言
葉
に

驚
い
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
い

と
思
う
。「
想
定
外
の
大
地
震
で

し
た
」「
想
定
し
て
い
た
よ
り
二

倍
以
上
の
揺
れ
だ
っ
た
」「
あ
の

断
層
が
活
断
層
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」。
日
本
の
理
工
学
部
を
卒
業

し
た
原
発
技
術
者
の
言
葉
で
は
な

い
。
Ｍ
６
・
８
は
、
日
本
中
ど
こ

で
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

新
潟
県
沖
は
海
底
油
田
探
査
地
帯

で
、以
前
よ
り
海
底
地
層
の
褶
曲
・

断
層
は
日
本
一
調
査
さ
れ
て
い
る

所
。
柏
崎
市
沖
の
北
東
部
か
ら
南

西
に
延
び
る
大
き
な
断
層
が
あ
る

が
、
柏
崎
海
岸
部
の
三
十
㎞
部
分

が
地
震
空
白
地
と
な
っ
て
い
た
。

昭
和
五
十
五
年
に
東
京
電
力
が
こ

の
地
に
原
発
を
建
設
す
る
時
、
こ

の
断
層
は
原
発
に
与
え
る
影
響
は

少
な
い
と
過
少
評
価
を
し
て
い
た

よ
う
だ
。
こ
の
地
震
空
白
地
域
こ

そ
断
層
活
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄
積

さ
れ
て
る
最
も
危
険
地
域
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
空
白
地
帯
三
十

㎞
の
最
北
東
端
で
本
震
が
起
こ

り
、
十
五
時
間
以
内
の
余
震
が
柏

崎
の
南
東
ま
で
起
き
て
全
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
発
散
さ
れ
た
。
こ
の
三
十

㎞
の
断
層
が
余
震
な
し
で
一
度
に

ず
れ
た
な
ら
ば
Ｍ
７
・
５
以
上
の

地
震
と
な
り
、
も
っ
と
大
き
な
被

害
が
出
た
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
中
越
沖
地
震
で
世
界
中

が
驚
い
た
の
は
、
原
発
か
ら
出
た

二
時
間
以
上
の
黒
煙
の
映
像
で
あ

ろ
う
。
世
界
初
の
地
震
に
よ
る
原

発
火
災
の
様
子
を
見
て
、
も
う
日

本
へ
は
行
け
な
い
と
思
っ
た
人

も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
は
、

二
十
年
前
に
起
き
た
ソ
連
（
ウ
ク

ラ
イ
ナ
）
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
四
号
炉
の
爆
発
炎
上
を
思
い
出

し
た
か
ら
だ
。
こ
の
爆
発
で
放
射

性
降
下
物
質
が
十
ト
ン
（
広
島
原

爆
五
百
発
分
）
を
放
出
し
、
消
防

士
や
事
故
処
理
従
事
者
五
万
五
千

人
が
死
亡
。
一
般
住
民
の
死
亡
者

は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
八
千
㎞

離
れ
た
日
本
で
も
一
週
間
後
の
雨

水
か
ら
、
こ
の
放
射
能
が
検
出
さ

れ
て
い
る
。
ソ
連
政
府
は
、
こ

の
事
故
発
生
原
発
を
中
心
に
半
径

三
十
㎞
圏
内
の
住
民
十
一
万
六
千

人
を
強
制
避
難
さ
せ
た
。
実
際
に

は
、
二
百
㎞
離
れ
て
い
て
も
高
濃

度
汚
染
地
が
あ
り
、
三
十
㎞
以
遠

の
地
か
ら
も
自
主
避
難
し
た
住
民

も
合
わ
せ
る
と
三
十
万
人
以
上
が

農
地
も
捨
て
て
移
住
し
た
よ
う

だ
。

　

今
、敦
賀
半
島
先
端
の
原
発
が
、

地
震
で
は
炉
心
が
大
丈
夫
と
し
て

も
、
ミ
サ
イ
ル
な
ど
で
破
壊
さ
れ

た
と
す
る
と
、三
十
㎞
の
範
囲（
強

制
避
難
）
圏
は
、
北
は
福
井
市
の

文
殊
山
、
東
は
池
田
町
・
大
野
市

増
澤 

善
和

境
、
西
は
若
狭
町
ま
で
入
り
、
そ

の
人
口
は
三
十
万
人
位
と
な
る
よ

う
だ
。
即
ち
、
丹
南
・
嶺
南
地
域

の
ほ
と
ん
ど
は
地
図
上
真
っ
白
の

半
永
久
立
入
禁
止
圏
。
海
の
汚
染

は
推
測
不
能
。

　

こ
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
の
原
因
は
、
技
術
者
の
操
作
ミ

ス
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
建
設
経

費
を
安
く
す
る
た
め
、
原
子
炉
の

封
じ
込
み
が
不
十
分
で
水
蒸
気
爆

発
が
炉
心
や
屋
根
を
吹
き
飛
ば
し

た
よ
う
だ
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に

は
、
事
故
を
起
こ
し
た
四
号
炉
と

同
じ
型
の
一
〜
三
号
炉
が
あ
っ
た

が
、
事
故
後
も
五
〜
十
四
年
間
発

電
が
続
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　

さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
っ
た

が
、
日
本
の
、
敦
賀
半
島
の
原
発

は
大
丈
夫
な
の
か
。
昨
年
原
発
の

耐
震
設
計
審
査
基
準
が
二
十
八
年

ぶ
り
に
改
定
さ
れ
た
が
、
今
年
の

中
越
沖
地
震
の
被
害
を
受
け
て
、

来
年
こ
の
基
準
の
改
正
が
予
定
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

原
発
は
現
在
、
三
十
一
カ
国
で

運
転
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
ほ
ど

の
地
震
国
は
な
い
。
約
五
十
年
前

に
原
発
の
技
術
を
欧
米
か
ら
導
入

し
、
消
費
電
力
の
三
割
以
上
を
原

発
に
頼
る
程
に
な
っ
た
。そ
の
間
、

日
本
独
自
に
開
発
し
た
最
大
技
術

は
原
発
の
耐
震
構
造
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
建
設
費
が
一
基
三
千
億

円
以
上
と
外
国
に
比
べ
て
極
端
に

高
い
。
そ
れ
で
も
柏
崎
原
発
事
故

が
お
き
た
の
で
あ
る
。

　

敦
賀
半
島
の
原
発
は
、
各
々
固

い
黒
雲
母
花
崗
岩
の
岩
盤
上
に
建

設
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
や
は

り
断
層
が
気
に
か
か
る
。
平
成

十
六
年
、
文
部
省
地
震
調
査
研
究

推
進
本
部
は
「
浦
底
断
層
が
動
け

ば
Ｍ
７
・
２
程
度
の
地
震
が
予
想

さ
れ
る
」
と
発
表
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
浦
底
断
層
の
延
長

と
も
思
わ
れ
る
半
島
北
部
か
ら
北

に
延
び
る
断
層
（
九
月
号
断
層
図

の
E
）
も
、
今
ま
で
の
想
定
よ
り

長
く
二
十
㎞
以
上
は
あ
り
、
こ
れ

が
動
け
ば
Ｍ
６
・
８
の
地
震
が
想

定
さ
れ
る
と
原
子
力
委
員
会
が
発

表
し
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、
敦
賀

半
島
周
辺
海
底
に
は
、
海
上
保
安

庁
が
音
波
測
定
な
ど
で
二
十
七
本

の
断
層
を
発
見
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
敦
賀
半
島
だ
け
で
な
く
、
若

狭
湾
全
体
が
東
と
西
か
ら
押
さ
れ

て
落
ち
込
み
、
リ
ア
ス
式
（
沈
水

性
）
海
岸
を
作
る
地
動
帯
の
副
産

物
で
も
あ
る
。
地
質
学
者
は
、
遠

い
遠
い
将
来
で
あ
る
が
、
丹
後
半

島
と
越
前
海
岸
が
合
体
す
る
と
い

う
。
と
も
な
れ
ば
、
原
発
が
全
部

当
町
に
集
合
と
い
う
悪
夢
の
話
。

現
実
的
に
は
、
原
発
技
術
者
・
地

質
学
会
・
行
政
・
住
民
が
力
を
あ

わ
せ
、
情
報
を
交
換
し
な
が
ら
原

発
と
地
震
に
対
す
る
安
全
確
保
に

努
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意

味
で
十
一
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た

国
・
県
・
市
町
（
敦
賀
・
南
越
前
・

美
浜
）
合
同
の
、
南
越
前
町
と
し

て
第
一
回
目
と
な
っ
た
福
井
県
原

子
力
防
災
総
合
訓
練
は
大
き
な
意

義
が
あ
っ
た
と
思
う
。
仮
想
被
災

地
と
な
っ
て
住
民
総
参
加
で
ご
協

力
い
た
だ
い
た
大
谷
・
大
良
・
桜

団
地
の
皆
様
に
感
謝
し
た
い
。

　

原
発
に
関
し
て
最
後
に
な
る
が

「
も
ん
じ
ゅ
」
と
「
ふ
げ
ん
」（
日

本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
）
の
名

前
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
は
仏
教

の
菩
薩
の
名
を
つ
け
て
い
る
。
ち

な
み
に
「
文も

ん
じ
ゅ殊

菩ぼ

薩さ
つ

」
は
智
恵
を

象
徴
す
る
仏
（
三
人
寄
れ
ば
文
殊

の
智
恵
）
普ふ

賢げ
ん

菩ぼ

薩さ
つ

は
慈
悲
を
象

徴
す
る
仏
で
あ
る
。
国
語
辞
典
で

智
恵
は
「
と
っ
さ
の
判
断
や
的
確

な
処
理
が
で
き
る
能
力
」、
慈
悲

は
「
み
ん
な
に
安
心
感
を
持
た
せ

る
心
」
と
あ
る
。
原
発
関
係
者
や

私
た
ち
行
政
者
が
常
に
心
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
名
訓
が
、
こ
の
発

電
所
名
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

ⓓ
当
町
断
層
地
震
の
過
去
と
未
来

　

甲
楽
城
断
層
〜
柳
ヶ
瀬
断
層
の

動
き
で
起
き
た
と
思
わ
れ
る
地
震

の
記
録
を
年
代
順
に
上
げ
る
と

１ 

、
天
平
二
十
年
（
七
四
八
）
の

敦
賀
地
震
。
詳
細
は
不
明
。

２ 

、
保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
敦

賀
地
震
。
気
比
神
宮
倒
壊
。（
他

の
断
層
地
震
か
も
）

３ 

、
正
中
二
年（
一
三
二
五
）余
呉

南
部
地
震
（
近
江
北
部
地
震
と

も
）Ｍ
６
・
５
。
気
比
神
宮
倒
壊
。

４ 

、
天
文
十
五
年
十
月
（
一
五
四 

六
）
杉
津
地
震
。「
大
地
震
ア

リ
テ
杉
津
山
崩
壊
」（
大
谷
区

宮
川
家
文
書
）

５ 

、
元
禄
十
三
年
十
一
月
（
一
七 

〇
〇
）
越
前
海
岸
地
震
（
河
野

村
誌
）
大
谷
〜
糠
で
落
石
、
怪

我
人
多
し
。

６ 

、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
近

江
地
震
。大
聖
寺
藩
で
も
記
録
。

７ 

、
明
治
四
十
二
年（
一
九
〇
九
）

姉
川
地
震
。
Ｍ
６
・
８
・
死
者

四
十
一
人
。

８ 

、
昭
和
三
十
八
年
三
月
二
十
七

日
（
一
九
六
三
）
越
前
沖
地

震
、
Ｍ
不
明
・
震
度
５
、
そ
の

影
響
か
五
月
に
大
谷
第
二
ト
ン

ネ
ル
・
九
月
に
大
谷
第
一
ト
ン

ネ
ル
付
近
で
山
崩
れ
発
生
。

　

 （
2
〜
8
の
推
定
震
源
地
は
、下
図
参
照
）

１
は
別
格
と
す
る
と
、
３
・
４

の
間
が
二
七
一
年
で
最
長
、７
・
８

の
間
が
五
十
四
年
で
最
短
と
な

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
断
層

帯
で
は
百
年
か
ら
三
百
年
の
間
に

ど
こ
か
で
地
震
が
発
生
す
る
こ
と

に
な
る
。
地
震
の
専
門
書
に
よ
る

と
甲
楽
城
断
層
〜
柳
ヶ
瀬
断
層
に

お
け
る
、
あ
る
地
点
の
地
震
発
生

間
隔
は
、
約
二
千
年
か
ら
三
千
年

周
期
で
、
そ
の
予
想
地
震
の
強
さ

は
Ｍ
７
・
６
位
だ
が
動
く
断
層
の

長
さ
が
長
く
な
れ
ば
Ｍ
７
・
８
〜
Ｍ

８
・
２
も
あ
り
う
る
と
し
て
い
る
。

　

当
町
に
は
、
他
に
も
沢
山
の
断

層
が
あ
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
不

明
で
あ
る
。丹
那
断
層
の
よ
う
に
、

音
波
・
電
波
で
一
つ
一
つ
探
査
す

れ
ば
、
地
震
周
期
や
最
新
活
動
時

期
も
わ
か
っ
て
地
震
予
知
も
あ
る

程
度
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
火
星

や
月
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の

に
足
元
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
で
は

真
の
科
学
技
術
立
国
と
は
い
え
な

い
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
ろ

い
ろ
ご
教
示
い
た
だ
い
た
伊
藤
政

昭
先
生
（
元
県
教
育
研
究
所
・
今

庄
町
誌
地
質
部
門
執
筆
）
と
中
村

和
弘
先
生
（
今
庄
中
学
校
教
諭
・

地
質
学
）
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

衛星写真で見る甲楽城～柳ヶ瀬断層

（
×
印
の
２
〜
８
は
、
本
文
中
の
過
去
の
断
層
地
震
の
推
定
震
源
地
）
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